東病棟チームカンファレンス記録
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平成２３年　６月　２５日　(土)　　　　　　司会：宮澤文子　　記録：宮澤文子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・節約委員会より、電気は使用しないところは細目に消しましょう。エアコンは必要最小限に

　使用しましょう。

・接遇委員会より、ズックは白を基調としたもの、半そでTシャツの袖はユニホームより出ないよに、ズボンをまくらないようにして下さい。

・褥瘡処置の記録は実施した際には褥瘡の状態をきちんと記載し、申し送りもするようにして下さい。

· 合併症室の患者様のフローシートは各勤務帯で忘れず記入をしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・河原木　カノ様　　　本日食事摂取ほとんど出来ず。飲み込まず出してしまう状態。

点滴処方となっています。

1 ヴィーンＤ　500ｍｌ　　②ソリタＴ3　500ｍｌ

ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸１Ａ

　　　　　　　　　　　　　ダイビタミックス１Ａ

・保士澤　助定様　　　排便なく4日目の為、ＧＥ120ｍｌ処方となり実施。反応便多量にあり。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・赤石　陽介様　　夜間十分に睡眠がとれない事から眠剤が追加処方となっています。

　　　　　　　　　昨日夜間にイライラの訴えがありましたが自制する事は出来ています。

　　　　　　　　　入院間もない事もあり、精神症状を密に観察していきましょう。右足

首に腫脹あり、疼痛を訴えています。腫脹や疼痛が続くようであれば

　　　　　　　　　検査等の指示受けをして下さい。

・神田　直樹様　　精神症状の悪化はなく穏やかに過ごす事は出来き、逸脱行動も見られません。

　　　　　　　　　生活リズムも大きな崩ありません。プログラム中は寝ている事が多く、本人も日中の眠気を訴えています。夜間は休む事は出来ています。引き続き生活リズムを乱さない様に穏やかに過ごせるように関っていきましょう。

・藤井　崇史様　　体の強ばり等の訴えは少なくなっています。他者とも穏やかに交流され

　　　　　　　　　トラブル等もありません。現在の状態が保てるように関って行きましょう。

・天間　康広様　　他者との交流は少なく。口数も少なく静かに過ごされています。

　　　　　　　　　自分のＣＤを出したいと話されることはありますが、自分の夢としての発言なのか妄想的な部分なのかは現時点でははっきりせず、引き続き精神症状の観察が必要です

・斉藤　仁和様　　口数の多さは軽減してきていますが、家族に対しての口調の荒さとスタッフには過度に丁寧に対応する等の不自然さが見られています。精神症状の観察を引き続き密に行って行きましょう。

環境整備実施状況は担当者不在のため、後日に行う予定です。






















